
第5章
「家族」をもつこと

この章では「三重県子ども条例に基づく調査」をもとに、高校生
の結婚観や子どもを持つこと、男性の育児参画についての意識、県
民の理想の家族の住まい方についてみます。

将来結婚したい、子どもがほしいと思う高校生は約８割と大半を
占めますが、結婚したいと思わない高校生、子どもがほしいと思わ
ない高校生はやや増加しています。

小学生時代に赤ちゃんとふれあったり、小さい子どもと遊んだ経
験がある高校生は、遊んだ経験がない高校生より結婚したい、子ど
もがほしいと思う割合が高くなっています。

また、家の人に悩みや学校などでの出来事を話している高校生
は、話をしていない高校生より結婚したい、子どもがほしいと思う
割合が高くなっています。結婚や子どもを持つことについては、個
人の考え方や価値観を尊重することが大前提となりますが、若者が
結婚や子どもを持つことについて関心を持てるよう、子どものころ
から親子のコミュニケーションや、赤ちゃんや小さい子どもとのふ
れあい体験など家庭教育やライフプラン教育を充実させていくこと
が重要と考えられます。

男性が育児をすることについて、「男性も女性と育児を分担し
て、積極的に参加すべき」と答える高校生の割合は約６割となって
おり、性別に関わらず育児に参加すべきと考える意識が高くなって
います。

理想の家族の住まい方については、「親と子どもの世帯で、母方
の祖父母（妻の親）と近居」が最も高く、特に30歳代でその割合
が高くなっています。












